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論文題目(外国語の場合は，その和訳を併記すること。)

少年の非行の開始・継続・停止に影響を及ぼす心理的要因についての研究

論文要旨

本論文の目的は，心理学的観点から非行の開始・継続・停止についての一貫した説明モデル

を構築・提唱し，そのモデルについての実証的務究を行うものである。本論文で用いる非行と

は，通常の非行研究で用いられているものと同様，法律上の非行概念に加えて，その前段階と

なるようなさまざまな逸脱行為も含む広い意味での非行概念となる。このような非行を行うよ

うになった(開始)者は，成人後も引き続き行う(継続)者と非行から立ち直る(停止)者と

に分かれる。これまでの非行に関する心理学的研究は，非行の開始や継続に関する原因論が中

心であり，停止についてはほとんど扱われてこなかった。非行の停止は，非行の継続よりも多

く起きる現象であることから，この停止についての説明も試みられるべきである。しかも，非

行の停止は，非行の開始や継続とも矛盾なく同じ心理的要因により説明されるのが理想であろ

う。もし，非行の開始・継続・停止を一貫して説明できる心理的要因を明らかにでき，その心

理的要因の方向性の転換によって非行の開始・継続・停止が説明できるようになれば，非行か

らの立ち直りの促進が容易になり，非行少年の有効な再非行防止策も考えることができるだろ

う(以上，第1部第1章)。

非行の開始・継続・停止に一貫して関わっている心理的要因としてどのようなものがあるか

ということを検討するため，まずは非行の継続と停止についての実態調査を行った。少年鑑別

所を退所した少年の予後を調査したところ，非行を継続する者がいたが，その数は多くなく，

むしろ非行を停止する者のほうが多いということや，周囲との関係，とりわけ家族との関係の

良好さや就労維持などに関連するような心理的要因が非行の継続・停止に影響するということ

が示された(以上，第1部第2章)。

次に非行を開始したあと非行を継続した事例を分析・検討することで，非行の開始と継続に

どのような心理的要因が関わっているかを調べた。その結果，そのような心理的要因の候補と

して，親和欲求，共感性，自噂心，そして有能感といったものが考えられることが示された(以

上，第1部第3章)。

さらに，非行を開始したあと停止した者の事例を検討することで，非行の開始と停止にはど

のような心理的要因が関わっているかを見た。以前非行をしていたが，今ではやめているとい

う元非行少年の自伝の分析を行ったところ，非行停止者たちも，非行を継続した者たちと同様，
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親和欲求，自尊心，有能感，そして共感性などを最初は非行で満たそうとしていたことや非行

仲間に対して発揮されていたことが分かつた。しかし，非行停止者が非行継続者と異なるのは，

親和欲求，有能感，自尊心そして共感性などを非行以外の適応的な領域で満たす，あるいは親

などの大切な存在に発揮するようになっていたことであった。これら心理的要因を整理し，さ

らに非行の開始・継続・停止を一貫して説明するものとして，本研究では有能感と共感性に着

目することにした。これら有能感や共感性がどのような領域であらわれているかという方向性

の転換により，非行の開始及び継続，あるいは非行の停止のいずれかになると考えた(以上，

第1部第4章)。

非行の開始・継続・停止に一貫して関わる心理的要因として有能感と共感性をあげたが，こ

れらは従来の研究では非行の開始・継続との関係でしか用いられておらず，非行の停止の説明

にも用いるためには，先行研究の整理と理論的考察が必要であった。そこで有能感について検

討したところ，非行少年は非行そのもので有能感を得ている可能性が指摘された(以上，第2

部第l章)。また，共感性については，認知的要素と情動的要素といった多次元的な捉え方を

することの重要性と，共感を向ける相手が誰かという視点で見ていくことの必要性が指摘され

た(以上，第2部第2章)。以上を踏まえて，非行の開始・継続・停止に関わる有能感と共感

性による説明モデルを提唱したが，その説明モデルとは，次のようなものであった。有能感の

場合，非行で有能感を感じると非行が開始される。そして非行で有能感を得続けていると非行

が継続される。しかし，学校や仕事などの非行以外の適応的な領域で有能感を得られるように

なれば，非行が停止される。共感性の場合は，非行仲間に対して共感性が発揮されていれば非

行の開始となり，そのまま非行仲間に共感し続けることで非行が継続される。だが，親などに

共感できるようになると，非行が停止される(以上，第2部第3章)。

上で提唱した非行の開始・継続・停止に関わる有能感と共感性による説明モデルを検証する

ため，以下，数量的研究を実施している。まずは，有能感と共感性それぞれについて，非行の

開始・継続との関係、を検討した。有能感については，少年鑑別所入所者を対象に調査を行った

ところ，適応的領域での有能感が低いことが非行の開始・継続の背景となっていることと(以

上，第3部第1章).非行での有能感が高いことが非行の開始・継続の背景となっていること

が明らかになった(以上，第3部第2章)。共感性については，共感を向ける相手を特定しな

い既存の多次元共感性尺度を用いた検討であるが，少年鑑別所入所少年と高校生で比較した調

査では，共感性の4つの次元のうち，共感的配慮については非行少年群のほうが高いものの，空

想については一般少年群のほうが高いという結果となり，単純に非行少年は共感性が低い，あ

るいは高いという1次元的な説明では非行少年の共感性の特徴を十分に把握できないというこ

とが示された(以上，第4章第1章)。さらに，非行継続者である成人犯罪者を対象とした調

査では，特に非行性が進んでいる暴力的犯罪者は認知的要素が低いことが確認できた。しかし，

共感を向ける対象者を特定しない方法では調査に限界があることが述べられた(以上，第4部

第2章)。

そこで，共感を向ける対象者を特定できる対象者別共感性尺度を作成した(以上，第5部第

1章)。そして，この作成した対象者別共感性尺度も用いて，共感性と有能感が非行の開始・

継続・停止に及ぼす影響を総合的に検討した。調査対象者は大学生であり，非行経験を質問す

ることで，無非行群，非行継続群，非行停止群に分け，それぞれの高校1年生時と今について，



(氏名岡本英生 ， No. 3 ) 

非行への有能感と適応的領域への有能感，親への共感性(認知的要素と情動的要素)と非行仲

間への共感性(認知的要素と情動的要素)を尋ねた。すると，有能感については，非行での有

能感が高いことが非行の開始・継続の背景となっていること，適応的領域での有能感が高くな

ることと非行での有能感が低くなることが非行の停止と関係していることが示された。ただし，

適応的領域での有能感が低いことが非行の開始・継続の背景となっていることは確認できなか

った。一方，共感性については，親への認知的要素の共感の低さが非行の開始と，親への認知

的要素の共感と非行仲間への情動的要素の共感がともに変化しないことが非行の継続と，そし

て親への認知的要素の共感の上昇と非行仲間への情動的要素の共感の低下が非行の停止とそれ

ぞれ関係していることが確認できた。ただし，非行仲間への共感が非行の開始と関係している

ことについては確認できなかった(以上，第5部第2章)。

本研究の結果を総合的に検討したところ，おおむね想定したモデルどおりの関係が非行の開

始・継続・停止と有能感・共感性との聞で確認できた。つまり，非行での有能感が高いと適応

的領域での有能感が低く，非行の開始となるが，適応的領域での有能感が高まることで非行で

の有能感が低下し，非行を停止する。もし適応的領域での有能感が高まらずに非行での有能感

が高いままでいると非行が継続される。また，共感性に関しては，非行の開始は，親への認知

的要素の共感の低さが関係するが，非行を継続するか，それとも停止するかを分けるのは，親

への認知的要素の共感が高まるかどうかと，非行仲間への情動的要素の共感を行わなくなるか

どうかということになった。最後に今後の課題について述べた(以上，第5部第3章)。

(注)3， 000~6， 000字 (1，000~2， 000語)でまとめること。
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要 旨

本論文は，心理学、的観点から非行の開始・継続・停止に関する説明モデノレを

構築し，実証的検討を行うものであり 5部13章から構成されている。

第 1部:文献的検討により，青少年期に開始された非行に関する先行研究に

おいては非行の開始や継続の原因論の検討にとどまり，停止に関わる検討はな

されていないことを指摘し，①非行の開始・継続・停止をひとつの心理学的要

因モデノレで説明することが必要であること，②その心理学的要因として有能感

と共感性が重要であることを明らかにした。

第 2部:非行と有能感，共感性に関わる先行研究の分析を行い，非行の心理

学的要因モデルを構築し，①非行に有能感をもつことにより非行が開始され，

非行に有能感を持ち続けることにより非行が継続されるが，学校や仕事などの

非行以外の適応的領域で有能感をもつにより非行が停止されるというパス，②

非行仲間に対して共感することにより非行が開始され，非行仲間に対して共感

し続けることにより非行が継続されるが，親や友人などに対して共感すること

により非行が停止されるというパスを設定した。

第 3部・第 4部構築したモデルに基づく実証的検討を行い，①少年鑑別所

入所少年の特徴として適応的領域での有能感が低いことと非行での有能感が

高いことが非行の開始・継続の背景となっていること，②少年鑑別所入所少年

と一般高校生の比較から，共感性の要素の中で前者は共感的配慮がより高く，

後者は空想がより高いことを明らかにし，共感性についてはさらに詳細な検討

を行うこととした。

第 5部新たに開発した対象者別共感性尺度を用いた検討を行い，①非行で

の有能感が高いことが非行の開始・継続と関連していること，②適応的領域で

の有能感が高くなることと非行での有能感が低くなることが非行の停止と関

連していること，③親への認知的要素の共感の低さが非行の開始と関連してい

ること，④毅への認知的要素の共感と非行仲間への情動的要素の共感がともに

変化しないことが非行の継続と関連していること，⑤続への認知的要素の共感

の上昇と非行仲間への情動的要素の共感の低下が非行の停止と関連している

ことを明らかにした。

以上の研究より，構築した心理学的要因モデルの妥当性が確認され，非行の

開始・継続・停止と有能感・共感性との因果関係が明らかにされた。

本論文は，独創性，論理性，先行研究の検証，着想，仮説を裏付けるための

実証証話どの要件も十分に満たされており，これまで実証的検討が少なかった

青少牢め非行の開始・継続・停止に関して，心理学的観点から理論的及び法論

的検討，事例及び調査による適切なデータ収集，的確なデータ分析と解釈を行

い，非行の開始・継続・停止に関する心理学的要因を解明した点は人開発達環

境学にふさわしい学術的特徴であるといえる。

なお，学位申請者は，本論文に関わる以下の査読っき論文は 6編を発表して

一目おり，論文提出条件を満たじている。
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本研究は少年非行の開始・継続・停止について，その心理学的要因を研究し

たものであり，非行心理について重要な知見を得たものとして価値ある集積で

あると認める。よって，学位申請者の岡本英生は，博士(学術)の学位を得る

資格があると認める。
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